


地質各論

(1)加久藤火砕流堆積物

加久藤火砕流堆積物下半部：強溶結部は灰

色でガラス状光沢を呈する石基中に短柱状の

斜長石斑晶・輝石斑晶および異質岩片が散在

しており，軽石はほとんど認められない．こ

の強溶結部には，0．8～1m幅の柱状節理が

発達している（図－4）．

加久藤火砕流堆積物上半部：弱溶結部では

紫色がかった灰色の基質中に最大径18cm,

多くはこぶし大の大きさで，多少横方向に伸

長した黄色軽石が散在しているのが特徴であ

る．また，安山岩起源の異質岩片を多量に含

む傾向がある（図－5）．

図－4加久藤 火砕流強溶結部露頭

図－5非～弱溶結部の火砕流堆積物の様子

(2)扇状地堆積物

高原台地に分布する扇状地堆積物は，長径

約10～5cmのチャートや砂岩の円喋を主体

とする淘汰不良の砂混じり喋岩からなる．原

田（1993）は，この磯岩層を実喋層として記

載している．砂岩篠は風化が進行してもろく

なっているが，チャートは風化に強く目立っ

た存在である．この磯岩層は，あさぎり町新

深田南方の露頭では厚さに変化が認められ，

摺曲構造の向斜部で厚く，背斜部で薄い傾向

が認められる．

図－6加久藤火砕流堆積物にのる扇状地堆積物

不等沈下による摺曲モデル

ー般に火砕流堆積物は，凹凸のある旧地形

を覆って平坦化する働きがある．このような

平坦化した堆積物の上に扇状地堆積物が重な

ると凹凸を呈する地形が形成される．この凹

地形は扇状地堆積物を運搬した旧河道跡であ

って，そこでは扇状地堆積物は薄く堆積し，

その両側では厚く堆積したと思われる．その

結果，場所によって加久藤火砕流堆積物の上

に重なる扇状地堆積物の荷重に不均一性が生

じてきたと考えられる．

非一弱溶結の加久藤火砕流堆積物中には，

多くの軽石が含まれており，上載荷重が大き

いところの軽石は，潰され粘土化(体積縮小

が進行するとともに，上載荷重が小さいとこ

ろではいろいろなサイズの風化核(軽石を含

む新鮮な岩体)を残し，そこでは体積縮小が

小さいことが確認された．すなわち，風化核

が残っているところは，摺曲構造の背斜を
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図－7（白い風化核が残っている部分が背斜軸を形

示すことになる（図－7．8）．また，この不

等沈下によって，火砕流堆積物の層は変形す

ることになる．それに伴って軽石の粘土化と

ともに軽石が薄くつぶれ，さらに変形する様

子が見られる（図－9）．また，粘土化が著し

い地点では，階段状の断層が形成される．そ

の後，粘土化した部位が拡大し，全体的に沈

|雄していく．やがて，摸みによって逆断層様

に見える（図－10．11)．これもやはIﾂ堆積収

縮を伴う粘土化によるものである（図-12)
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図－8不等沈下（体積収縮）による摺曲モデル
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図－ 9軽石の変形構 造

図-10向斜構造原田正史氏撮影

図－1 向斜構造付近の断層の様子
原田正史氏撮影

以上のように，圧縮や曲げの力だけで摺曲

構造が形成されるのではなく，鹿児島県や熊
本県のように火砕流堆積物等が広く分布して

いるところでは，その堆積収縮を伴う粘土化

の程度の違いによって，その上位に重なる堆

積物に摺曲構造が形成される場合があるので

注意を要する．

まとめ

摺曲は，水平方向から圧縮力が加わり，地

層が波状に変形する現象として，とり扱われ
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図-12向斜構造付近の断層と軽石の様子

ることが多いが，火砕流堆積物など軽石を多

く含む地質体はそれを覆う堆積物の荷重の相

違によって不等沈下（体積収縮）を起こし，

その結果上位の堆積物が摺曲を呈する場合が

あることに留意する必要がある．
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